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146,282 143,107

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

利用者数

利用率

指標の名称

4,998

2,591

151,876

　決算額　　(単位：千円) 145,575

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

6,301

139,595

5,980

740

193

41.043.0

来館者に対し、つまづき注意・指はさみ注意・階段踏み外し注意等の掲示を増やし、更なる安全注意喚起に努めた。ま
た、25年度より講師合同打合せ会を実施し、指導者として互いのブラッシュアップを図り、各講座の充実がなされた。
24年度から実施の高年齢者対象講座「シニアライフセミナー」の充実をはかった。

目的達成度 3

必要性

8,095

142,362 140,517

3,920

151,280 151,203

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

879

0 0

798

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

指定管理者の広報等により利用率は微増している。社教センターでは、CO2排出量抑制と環境バランスを整
合した省エネルギープログラムを導入し、適切な管理運営を行っている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 150,943 150,482 150,324

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

生涯学習の推進を図るため、区民が利用しやすい活動場所として、また活動の動機付けの場としても必要性
が高い。

維持

評
価
結
果

年間を通して、前年度より利用率がアップし、主に社教センターの調理室の利用増と夜間利用が微増。

3 指定管理者と連携することで、ニーズに合った、幅広い内容の講座開催や継続的な学習が行われ、利用率
増加に繋がっている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

指定管理者と連携を図ることにより、区民の生涯学習活動の活性化に向けた、社会教育セン
ター・社会教育館の適切な管理運営を図っている。

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

18年度から指定管理者制度を導入し、管理運営を委託している。指定管理者と充分な連携をとり、適正な管理運営を行う。

人

 [施　　策]

社会教育登録団体・教育委員会や社会教育館が行う事業に参加する区民等

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

1,724

126,000

1,730

120,976

1,715

なし

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区立社会教育センター及び社会教育館条例・規則

施設運営に関する業務、生涯学習ラーニングスクエア等の講座実施と「学び」
と「地域」を繋げるコーディネート、施設維持管理に関する業務

　
全部委託（指定管理）

39.0

121,958

２５年度

41.4

　

区内の社会教育団体等に学習の場所を提供し、その学習活動・組織活動を活性化する。またラーニングスクエア・親と子の
教室等を開催し、自主グループの結成、区民の生涯学習、文化教養の向上に寄与する。

日全館開館日　　　　　　　

％

119,802

1,710

[終了予定]

平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 社会教育センター・教育館 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

生涯学習課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

条例・規則

なし


